
（案）
白馬村が実施する自主財源の検討としては、宿泊税を他の候補財源

と切り分けて、検討することとしたい

①地方税 ②分担金
③負担金 ④使用料
⑤手数料 ⑥協力金
⑦ふるさと納税

観光財源の比較検討

主な事例、収入規模、安定性、
継続性、応益性、強制性を整理

観光振興財源検討部会
第２回会議（11月16日）

宿泊税を軸に検討
「20～30億円規模」

長野県の動向

検討部会の論点解説

Ⅰ.村が制度導入-県と2階建
Ⅱ.県のみ実施
①想定収入額
②使途の独自性
③運用の独自性 等比較

白馬村
宿泊税を抜き出し検討

地域の独自財源として想定しな
くてよいかどうかの議論

・臨時特例事業税(神奈川県)
→ ×違法

・分担金制度
→ △受益者負担の原則

候補財源の制度の例

任意の協力金止まり（強制力な
し）

宿泊事業者以外からの負担
→議論の余地有り

①日帰り客
②飲食店
③アクティビティ

その他の手段検討

協力金（登山、リフトなど）

宿泊税と
それ以外の候補
財源とを切り分け
た検討へ・・・

資料５


